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石英粒子の光刺激ルミネッセンス（OSL）に対する摩擦と粉砕の影響
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　鉱物の光刺激ルミネッセンス（Optically-stimulated luminescence; OSL）は比較的低温・短時間の熱パル

ス（300°C，数十秒）に対して不安定であり，地震時の摩擦発熱によってシグナルがリセットされる可能性が

指摘されている（Yang et al., 2018, Quat. Geochronol.）．この特性を利用して，断層の直接年代測定法とし

て適用することが提案されているが，摩擦や粉砕に対して信号がどのように変化するかはまだ十分に理解され

ていない．本研究では，石英粒子に対して変位量一定・速度可変（10 m，200 μm/s〜1.3 m/s）の摩擦実験

群，および速度一定・変位量可変（200 μm/s，0.1〜30 m）の実験群を実施し，回収試料のOSL測定とガス

吸着法（BET法）による比表面積測定から摩擦・粉砕現象に伴うOSL信号変化を議論する． 

　摩擦実験には，花崗岩から抽出した天然の石英粒子（<150 μm）に3.15±1.66 Gyの等価線量を照射したも

のを使用した．また，実験は全て垂直応力1 MPaの条件下で実施した．回収試料のOSL測定は，粉砕の影響を

評価するために粗粒（75–150 μm）と細粒（<75 μm）のフラクションに分け実施した．比表面積測定は

<75 μmのフラクションにのみ実施した． 

　OSL測定の結果，すべての実験において粗粒フラクションより細粒フラクションの方が発光強度

（Lx/Tx）が高い傾向が認められた．また，速度可変実験後の細粒フラクションにおいて，速度の増加に伴う

Fast〜Medium成分の増大が認められた．なお，0.25 m/s以上では摩擦発熱によって信号はゼロ化する（蓑毛

ほか, 2019本大会）．回収試料の比表面積測定の結果，細粒試料に摩擦実験に伴う明瞭な細粒化が認められ

た．しかしながら，速度可変実験においてFast〜Medium成分の増大が認められた試料において，速度との明

瞭な相関関係は認められなかった．また，変位量可変実験でもOSL信号と比表面積の間に相関関係は認められ

なかった．これらのことは，認められたOSL信号の変化には，新生界面の形成（細粒化）以外にもトライボエ

ミッションのような速度依存性を持った電子生成プロセス（中山, 2006, 真空）が寄与していることを示唆す

る． 
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